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【言こ者】 (挨拶)´   .
【山れ],ミ今お話がありましたやうに,戦時中國鳥

。の統 ,́こそれを一t ttitにあまづにも張制Lすぎた開

係から,各方面ともさうでございますが,い ろいろな無

理がありまして,充分検討しなければならぬ議論も抑

塵されて,政府の施策に封して族口令が布かれた,か

ういふ形になつてゐたのでございます。造船方面に於

きましても同様でありまして,私 どもいろんな私的の

會合に出点致して居りますと,誰も彼 も異口同音,我

先きに政府の辻般施策に封する非難をする, しかしこ

れは大のよ吠ほどの賞効もなかうた,事はば戦時中貴

_量 な時1副を魚駄に費やしたといふやうな結果になつて
ゐたやうでございます。之につきましてはわれわれ一

般に或る程度のゴ任を負はなければならない′賞際わ

れわれはなんとかして自分達の考へ方或ひは主張を國

.の 造般政策に反映させなければならない義務があつた
のに,その,意と努力が鉄けてゐたんぢやないかと思

はれます。ラ1込み思案と申しますか事勿れ主義と申し

ますか,長いものには雀かれろ,か ういつたことから

戦軍傍翫者となつてしまつた。この意業に於きまして

1ま私共はアメリカの調ふ戦TりE罪者であるよりは,國

内に於ける敗戦責任者である,かういふことを何時も

私|:言つてゐるのです。少し言ひすぎかも知れません

力1,少くとも私自7についてはさう考へてゐるわけで

す。その罪茨しとも、ふやうな意味 でもありませんけれ

ども,新 ulJに ありますやうに言論の自白が確立された

今 日,泣く子と地頭には勝てぬといふことを言ひます

が,そ の地頭さんがなくなったわけですな,か ういぶ

状態になりましたから,戦時造船政策の適否,或ひは
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功罪といふやうなものを,あらゆる角度から充分に徹

底的に

`討
致しまして,.橋来の参考に養する,か うい

ふことは私共の責務ぢやないかと考 、́てをります。.

随ひまして,終戦直後から只今申上げましたやうな

意味に於きまして,戦時造錯史と申しますか,端的に

いへば敗載造語史,これ:まなんとが製らなllればいか

ん,大東亜職雫中の造t骨の賓程に,き まして,解t横に

機討致しまして功罪を論サy,着通の歴史でなしに掘
り下げた功罪史,これを書かなけノ,ぼいがんと私 |よ到

る虎で主張して来たのですハ 幸o最近球る機関に於

きましてやつてみようといふ機運になりました。

また,御承知の通り昨日の新暉を見ますと,政府は

敗戦調査機開といふべきものを設けて敗戦の原因その

他をあらゆる分野:こおいて調べるといふやうなことも

ありますが,これも恐らく同じやうなことから出まし

・こるんぢやないかと思ひます。

・  こんなやうな課で,本国に戦時造船につきまして忌
憚のない御意見を皆さんに御伺ひしたい,これが雄誌

l~tの心持だらうと思ひます。

只今造船と一般的に申しましたが,造艦には鐵鋼措

と木造船があります。今日は主として鐵鋼鵬 戦時中

の所謂甲造艦にお話を限定しまして,木造船につきま
oしては又の議會に譲りたいと思ひます。. ‐

御承知の通り準,戦時中木艦は通信省,後の運通省,

運輸省が主管じてをりましたし,鐵鉱艦は海軍が主管

してをりました。この開係から木艦に開しましては,

勿論職時中でありますから許された分野が自ら狭めら

れてはをりまLたが, そ‐の範国内においては比較的自

由に意見が日はされたといふのが賞情でありました。

甲だ騰 :二朧しましては殆ど議論の封象になつてをらな

かつた。罷り間違へは國 i為を二,三にするものとして

ひつくくられるといふ虜れがないでもなかつたわ |ナで

ございます。」llへば私,政府委員として議會に行つて

をりました時につくづく感じたのですが,木注船に開

しましては手きびしい質問や非難が集中されました。

(3)

船苺理

1 船紳 式け所長里礎ダ聴rf 山 縣
導 ξ ♂ 鴇 渥

川 崎 重 工 業
東京 IL張所長

豪
京廻
杏塁

/1ヽ  野

山 中

.榊
        原

(震 言 順)

銭



Ｆ

，

120

これが院内において繰返し繰返し行はれたの'でござい

ます。ところが事甲造騰に開しますといふと,一,二

質問はございましたが,海軍営局の極めておざなりの

簡単な答辮で以て,恐らく質問者自身も決して満足は

してをらなかつたでせうけれども,それで打切られて

しまつた。その欝憤かなにか知りませんが,木造艦に

質問が集中されまLて ,私共えらぃ目に會つたことが
ございます。 |

かういふ情勢でありましたから,戦時中の甲造騰に
つき今日は一つ腹蔵のないお考へを伺ひまして,物資
不足の時節柄お困りのこととは存じますが,物言はず
して折角膨れたお腹を一つ減らして戴きたい,か うい
ふ気持なんでございます。たいへん前置きが長くなり

ましたが,まづ戦時中の造般羨策からllE次皆さまあ御

意見を承りたいと思ひます。

、 ◇甲造船の海軍移管の功罪◇     ,
〔山縣】 御承知の通りに,昭和16年 121月 に戦零が
勃襲しますと同時に,従来の近信省の管般局が震展的 ,

解消を致しまして,海務院が創設されましか。その般
舶部で以て造船行政が取扱はれる事になつたのであり

ますが,建艦と造船とを
=元
的に取扱ふといふ趣旨で,

翌年の2月 に公布されました勅令「遣船
二開スル所管

等ノ職寺特例二開スル件」それから7月に公布されま

したこの勅令の改正,これらに依りまして,長さ50米

以上の鐵鋼騰の製造,修繕,検査,ごれらが全面的に
遊信大臣から海軍大臣に移管されることになりまし

た。所謂甲造船ん海軍多管であります。これは過般行

政の非常に大きな改革でございまして,之につきまし゛

ては皆さまいろいろ御意見があると思ひます。海軍ヘ

の移管は,ど ういふ器で工合がよかつたか,又どうい

ふ識で工合が悪かつたか,か ういつたことについてま
づお話を承りたいと存じます。 こ,
E/Jヽ野】 今の,海軍だ迫船行政を纏めたといふこと
のもともとの趣旨は,従来:L軍 :自分の所の艦艇を國

内の主要な辻lll所の殆どすべてに向つて注文を喪して
｀

をって:さ うしてそれを自分の要求どはりに完成し,且

つ促進させるといふ,非常に厖大な監督組織をもつて

をつた。それからその営時の通信省に於ては,船の繊

査はやつてをりますが,建造に開する監督といふもの
は殆どやつてをらなかつた。随つて監督,促進といふ

面に於ては,遊信省は権限がない,叉組織もない。

それでこの戦けの準騰の情勢に於

`は

,監督及び促

進といふことが重要なことですから.それの経験のあ

る,且つそれに対して充分ρ人員配置を有つてゐる海

軍に移管しようといふ考、であうたわけで,戦時とし
ては一應最も早道である政策を執つたといふことにつ

いては,われわれは異議がなかつた。その営げとして

_                  (4)

は恐らくそれが一番よかつたであらうと考へます。

叉いかなる船をいかなる量に於て造らなければなら

ないかといふことは,これは一面に於・ては一般的の国

内人民の生活に当する物責つ楡途といふことと,それ
‐

から軍事目的の輸途 とし
｀
ふヽこ|の両方に跨がるもので

あつて,賞際に於ては,最初の間はなほ國民生活の目
的に精する喩途といふ方が非常に大きい部分を占めて

をつたので,その方に封する腔舶の建造を海軍が監督
するといふことについては,若干そこに無理があり,
また矛盾もあつたわけです。併しながら監督される,

建造者である造艦所側からいふと,二つの異つた方面
から監督されるよりは,一つの監督が便利であるとい

ふ黙も考慮され,それが今のやうな組織に製革さオ1た

といふことについては,少しも異議がなかつた。
併しながら結局いろんな議論の生じたことは,その ~

政策の賞施に於て,種々の不満を生したといふことで v`
あると思ふのです。われわれの不満の最も大きいもの

は,大腔が産船の建浩といふことに対して政府が執り
来つたつは,こ の戦時の造艦なるものを政府の篤?造
艦 とするのであるならば,今のやうな組織で少しも無
理がなかつたかも知れない。然るにさうでなく,船は

民間η船主た船である|それを徴傭して政府が使ふ。

それから別に般主自身も一般民需の輸途に艦を使ふ。

それを合せて一つの大計書をやるのでありますが,そ
こへ行くといふと,ど うしても二元的にならざるを得
ないのです,それを無理に一元的にするといふ所に,  今
甑に出1■離に於て無理があるのぢやなかうたかと思ふ

のであります。根本的な無理が既にそこに起つてるん

ぢやないか,叉あとのことは追々申上げるとして,山

中さん,それに対して一つ……。

【山縣】 今のお話は,商船が軍艦のやうに全部國有

國螢であれば,ああいふ方法ですべてがうまく行つた,

がういふお話ですか。           ‐

E/」 野ヽ】さう・oやなしψヽと思ふのですがね。筋が通
るとでもいひますか。

【山中】 今お話があつたやうに,海軍が全鎧を一手
にコントロールして,元的にやるといふ事は,民間の

業者としては何も差支へないことで,叉ああいふ戦時  
｀

の場合にはさうしなければならんと思ひます。又甲造

船が海軍:こ取上げられたといつてもそれ以前から既に

船量は海軍が全部押へて居て海軍の思ふやうに1:墨を

決めて,それに依つて仕事をして行くので,海国劇弓
の思ふやうに船肇を使ふことは出来なかつたのでt
結局二元的になつてゐたと言つてもただ指令が往々重

複し
:`出
される位のもので,_万と餘り違はない,だ

からいつそのこと海軍なら海軍の一元になつた方が,  ′
民間としては反つて仕事がし易いので,それに封して
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は少しも文句はありませんでした。

しかし,海軍の方ではどういふふうに思つて居られ

たか知りませんが,商般といふものは非常に無駄をし

てるといふやうに見られたらしいのですね,と ころが

商船といふものは,賞は一番経済的に造つてあるわけ

です。工費を出来 るだけ安く,材料も出来るだけ安

く,丈夫で荷物が澤山積めてしかも経常費の掛らぬ踏

を安く造つて儲けを上げようといふわけですから決し

て無駄をしてるわけがない。ところが海軍の方では,

若しも海軍が設計までも受取つてや るやうになつか

ら,所要材料も工費も牛分で済むだらうといふやうな

考へが先入主となつて居つたやうです。ところが賞情

は非常に無駄な11が出来てしまつたわけです。

大鐙船の張さといふものは,やはり材料を倫約すれ
は,コ ンネクンヨンを丈夫にしなければならない,材

料を豊富に使ス、ば,コ ンネクンヨンにそれほど骨を折

らんでも済む。材料を節約 して,同 じ張さの船を造ら

うとすれば,ど うしても仕事が餘計になる。民間で今

剖でやつてゐた商船は,出来るだけ工費を少く,材料
,も無駄をしないやうにして安く造ることを極力やうて

をつたのですから,櫛 海軍が取上げて設計した虎で
餘程般質でも低下せねばさう無晴に,材料が牛分で済

むし,IgIも 牛分て済むといふ工合には行かないわけ

です。           .
【山縣】 移管の主要な目的は,=線にお話がありま
したやうに,軍艦と商船との建造を一元化する,印ち言

葉を換へますと,従来國防的見地から軍艦は第一であ

つて,商船は第二,か ういふ考へ方があつた。ところ

が職零をを行する上には商般 も職艦も同じ慣値であ

る,同等の重要性があるのだ,か ういふので商船を海

軍に移管して造船 と建艦とを一手で握るといふこtに

なつたわけですね。この識は至極尤もなんです。ただ

後段のことは後にまた標準船のところでお話が出るだ

らうと思ひますが,御尤もな御意見と思ひます。

【山中]若 しも移管しなかつたら,ど うしても商騰
の建造は遅れて来ます。管船局としては何時までに造

れといつても,海軍の方も急ぎますから, どうしても

海軍が勝つて,その方が先に出来る,商賠の方はだん

だん延び延びになりますから,一元的にやつた方が宜

いわけです。

【榊原】 僕は今話題の一般論といふよりは今ちよつ

と頭に浮んだ個々の事を申させて頂きますと,結局あ

の戦時中1軍官民が一致してすべて衆智を集め日本で

出来るベストを養すといふことにどうしても行かなけ

ればならなかつた。之に反した事がつまり優秀な,最

も目的に導つ■商般の出来なか
つた最大原因であり,

F●Caの責任の一部分はそとにあつたと思ふ。これは先

程山縣さんの言はれた通りi敗戦防観者―一僕自身も
つくづく熱が足らずその一人と考へてゐますが一―に

ならぎるを得なぃやうに,軍官と民との間がしつくり

行かなかつたやうに思ふ。さういふ風で民間に熱意は

幾ら持つてをつても,終ひにはもう成行きに任すより

外はないといふやうな,日暴自棄的な考へを民間に抱
かしたといふことは,ブF常に大きな失敗ぢやなかつた

かと思ふ。餅は餅屋といひますが,商船はやはり在来

商船を取扱つてゐた者の意見をよく容れて,基本的の

設計もよく相談すればいい,それが充分さう行かなか

つた。bllの戦時標準船の設計にしても‐,二の辻艦所
に相談して,或る設計を決 あ`る。それでは全國■般家
の組智を畢つた完全なもの力出来つこない

`そ
れから

す方運航者nllの意見も充分探り入れず,その意見を徴

してもをらんとすれば,出来上つた般が非蔦に取扱ひ

にくく,乗りにくいことになり,こ の艦に乗るならば

命を捨ててもいい,こ の般と一緒に国家のために殉じ

ようといふやうな敢闘慾といふ ものを阻碍してしま

ロト.

その費allと して,或る種の賠を艦本で設計したのを

見たことがありますが,軍艦の考へを非常に入れて ,

僕達に言はせれば巡洋艦みたいなごのになつてゐ力が
これでは商船 |こは使ひにくい。

従つて運航者側の不満不干を招き,鹿女ギ海後早速

改造した例も憂々耳にした。これら洵に不経済の極み

で所評海軍が餘り
・
自信が張過ぎて強制した貌であつた

と思ふ。とにかく商艦冷艤彼はいかな るものである

か,荷役にしても繋騰その他のことも,海iliは F」llれな
いことですからぴたりと来ない。       ~
もう一つ海11部内のことですが,こ のやうな話が耳

に入つた。軍令部と第四部の関係てありますが,軍令

部の命令する所を金科玉條 として性政本部て設計す

る。例へば絡順致4000噸で″海速力 18節の船とぃム

ことを要求されれば,山縣さんの御専門のプロパルジ

ヨンの鳳からいつても,馬鹿にスピードが速過ぎ,荷

物があまり積めないで,燃料ばかり食ふといふ贅な騰
ができる。そこらは技術者である所の第四部の者が,

18節 の船を通れば,長さはこの位でなければ適営で

ない,随つて絶瀬 政はこの位の1晉になるといふことを

申出るだけのことをやつて貰ひたかつたけれども,=そ

れが命令に依つて来るのでどうすることも出来ないと

いふ所に,所詐:技術者の植威といふものを自分で主張

できなかつた。このことは非常に技術者として遺憾の

離でした。海軍部内に於ても既にさういふやうな,近

頃いはれる封建的のやり方といひますか,さ ういふも

のが行はれてゐるのですから,況んや軍官民二致しよ

うというたつて,軍官が民に封してさういふ封建的官

二  _       _



「

~

122

僚獨断彊制的な態度に出たのでは、311底民意の_L達探

用のできる筈がない。結局民間は手も足も出なくつて

腐つて箸をrげてしまふ。

もう一つ,こ れは或る民間筋の話ですが,海軍で或

る二つの商船を設計するのに例へば=i四グ
月掛るが

あんなものを自分の所でやつたら,一ケ月でやつてし

まふ′ といふやうな話をして,ど うしてもあの制質を
直さぬと職局の贅移に歩調を合はせて急速にはできな

いから,{れを海軍に建言 t´ ようといふやうなことを

言つてをられました。準れは果して賓現したかどう力ゞ

は存じませんが,要するに非常に経りがスロ
「
だ。併

しながら私の見受けた所に依りますと,ス ●一とはい

ふものの,海軍の第四部の部員の方々は非常によく働

いてをられました。毎日接業して運くまで働いてをら

れましたが,その出来上つた商賠の道性とは自ら別問

題であることは考へねばならぬと思ふ。印ち根本に於

て間違つた方向のものを一所懸命やつてをつたとすれ

ばその努力は充分に報はれなかつたといふやうな形に

なつたと思ひます。

◇健本にぉける商般の設計◇

【山縣】 掘原さんのお話の第‐ら海軍で商騰を設計

する場合に,蔵般のエキスが―卜の意見を聴かなかつ

たといふ事,之につきましては私艦本 。若い達中に直

接発いたんですが 艦本の若い連中の考へ方 iよ民間の

エキスパートの話を聴いたんでは,ついそれにこだは

つてしまつて革新的な戦時的at般は出来ないのた か

ういふ考へなんですね。これは非常な毎き過ぎだと思

ふ。聴くことだけはお聴きなさい,それを取捨選澤し

て,それで設計なさるならいい|か う私は言つたんで

すが  。̈

【小野】 それはさうでもないですよ。賞際はがうな

んです。般つ 本設計といふものはもとも
｀
と海軍がや

るべき筈ちやなかつた筈だんです。基本設計を何時の

間にか■軍がやるやうになつてしまつたといふ事は, 
｀

さつき翻 jて氏のいはれた笙閥的といふか或ひは封せ的

といふか,あのアイデイアか「)出たんぢやないかと思

ふのですが,何時の間にか饉曇が基本設計からデテイ

ルまでやるやうになつたのですね。それて民間プ意見

については,デテイルについては相営海軍こは聴いた

と言ちFゐる
～
です。叉われわれも書いた物で以て議

間されたことはある。しかし根本ん問題については殆

ど民間の意見を容れてなかつた。そこで海軍の方から

は,戦竿の目的に使ふ艦だから,俺達が考へればいい

んだと言ふo民間の方め人間は,民需用の楡途出 し

て俺達の意見を容れなけれ
'漱
な船にないない。それ

はさういふ最後まで意見の対立の儘
｀
こ過して来た。民

間の意見の中自分のお氣に入りの意見であれば探用し

_           (6)

たが,非常に今F的キ意見でも,自 2の増段考へてる

軍鑑流の考へ方と合はないものは採用しないといふ結

果であつて,意見を聴かなかつたのぢやないけれど

も,併 レながら取捨探揮,殊に根本方針については民  、
間の意見が入つてなかつた,か ういふことだらうと思
メド.        

‐

、 【中中
】 ところが民間究意星を聴 くといふこりさ

へ  .
ご:く 限定さオ|た會祗だけかも知れません。わ .わ lLの

所なんか―遍 も聴かれたことがない,一番最初に戦標
騰を決める時には‐度呼ばれて行きましたが,その後
は一遍も呼ばれなかつた。出て来 l:kて もいいとい3..

わけですね。叉その時集まつた人を見 と 軍令部の
方,選船所倶じ海軍 し四部,五部開係の人だすで所請
民間の運航者は一人も禁てゐませんでした。そこで先

に指定された會祗で既に大證設計を発了しF置いて,
われわれの方とが三菱ぁたりは何も話を聞tヽてゐない _
で初めてその席に出たわけです。憂な艦だとは思ひま

´

したがまるきり準備をしてゐないし,餘り細かいこと
を言ふのはどうかと思つて,その場は止めて置きまし ｀

たが。その時速カカヽ 11節とか12節とかいぉ、のにどう

いふ標準で言ふのかといふ事は全然知らない。會議と

いつても,向ふは方針がちやんと決まつてるんですか

ら,こ つちが何か言つても取上げる筈がない。

【山縣】 結局艦政本部の方 1々ま,無理もな、ヽ話では  
｀

ありますが,商腔を本営に知らなかつたといふことな

んですね。

〔山中」 さうです。全然知らない。それには面白い

話がある。最初に民間かr)技術者が御指名ι依つて海

軍壇
語
とlF御干博ひに出tわけですが, これ篭歩託

畠鋼L疇鼻丁市『17f通去F」 ]T,「爺量〔  |・
仕事だと言ふんですね。そのた度だから,諄 艦 .二封し

ては全然知識がないと言つてもよからうと思ひます。

【山縣】 これは又闘きの話なんですが,亡 くなられ
た干賀さんが甲釜般が海軍:1移管された場合に,これ
に依つて将来艦本が非常に苦しい立場になるんぢやな

いかと言 1まれて,李賀さんは移管に反対されたといふ
ことを聞いてをりますが,恐らくさういぉ、ことでせう
オa。

【山申】 それはさうでせうね。毎日毎日滞軍の人に

そんな噸の説明なんかしてるやうなことちや仕様がな

いです。

【小野】 営局者はかう考へたのではたいか
=思
ふ,

民間の人を若干の九託として入れて,これで以て俺は

民間の意見を容れたんだ,さ ういふ口塞ぎみたいな形

であうて,賓際|こ於ては嘱託になつた人は根本的問題
には殆ど鋼れてをらなかつた。

::■ :■ 1:I■口l li■ 1:口 |ロコロ|:■ ロロ|口 ‖
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【山縣】 それはなにも設計|‐ばかりぢやないですね。

現場に於きましても徴用者とか爆託をうまく使つてを

らなかつたとぃふこともありますね。

【/」 野ヽ】 さう
‐
C・す。 ′

〔山中〕 その通りです。

【榊原】 先程山中さんのおつしやつた,或る一証に

根本の設計をやらして,志々出来上つた時分に他祗遺

航辞 関係者を集 らて技露をするが,その時 |ま既に設

計が本版りになつてゐるので,ただ来集者は承るだけ
であるといおぃワt況のやうであつた。θFし後には稽、状

況が改められて,三つ位の會趾に競争設計をさせて,

その中の最高鮎の一番良い設計を取つて,わきの道船
所の良いところを之に加味するといお、わけで大分進歩

して榮た。しかし時既に遅く,戦局はもう悪化してを
つて,さ ういふふうに多少「デモクラテイック」に般

が設計された時 |ま既に間に合はなかつたo   ´
'【
山中】 さう,一番最後で Lたね。

【小野】 あの時でも,民間人は今電はまた戦争の資
情を貴際知らない。いかに潜航艇が験属してるか,い
かに飛行機による被害が大きいかといふことについそ

賞情を知らずに相談に應じてゐたわけで,その識につ

いては非常な遣憾があつた。

鰤暢詞 つまり「依らしむべし,知らしむぺからず」
といふわけで,すべて賞情が隠蔽されてをうた,だか
ら造船関係者lN~封して,いかなる船を作ることが,最

も安全にして目的に適ふことだといふことがわからな

い。「 イギリス」「アメリカ」あたりは職局 に應じまし

て賞に手取り早い方策を講じたんづやないかと思 よれ

、ますQは ,「ァメリカ」では御存じの「アグリー,ダッ

タリング」といふ 11節位なごく劣等船を多数造つて

をつた。これで1ヽ良くないとい』・ので,所謂「ブィタ
トリニ」型の速いlFllた _部移行して行つた。さうして

潜航艇に野する封策,そのほか戦局に適合したやう■

般を造つた。「イギリ
ス」に於いても,初めのろい船で

あつだのをやはり「マーチャント・ウオ
‐ンップ」 と

い1名、前で 15節 とぃぉ、優秀般に乗替へた。この際も

日本の造艦閣係者,運螢會あたりの方 が々,あんな標

準般みたいな,あろい,箱みたいな鯖をilる時期ぢや
ない,あんなものを造つたら徒らl―沈めらi■ るばかり

だ, もつと速いのに乗替へたらどうかと言つたんです

が,それに当して軍部の或人は曰く,『 これは今手腱中

に斯かる船を何萬噸造るといふことが既に回 たとして

決まつてをるのだ,‐われわれ 'まそれを途行しなければ

いかん,いかにそれが不利であつても,さ うい■ふう

に艦種を費べるといぶことは,徒■に園 1‐を乱し,却

つて逍船′)能力を減らすからいかん』叉『 転に鐵 1臨

で載貨重量 3地の荷物艦を造ると上申してある以上此
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の卒の減ずるやうな高逆船建造は今更申し出せない』

といつてお取上げがない。どうしても頑として聴かな

い, かういふことも「ア

'リ

カ」とか「 イギリス」あ

たりの非常に髪軽自在な,職局に封Uしたやり方に対

して,日本のは封t的 と申しますか,官僚的と云はう
か,『帝國の■敗,興亡 Iよ既に此あ時に決し』敗戦の一

つの因子ぢやなかつたかと思つてるます。 ・

英國 1於けるζ國知識経験を絶動員し1_軍 喜民一畿

の『封落艦野策委員會』
の如きものの組威を何度進言

しても顧みもさ1■なかつた。

【山縣】 只今のお話は恐喝く甲辻船の行政査察にも

開聯してると思ひますが,一般に行政査察 |よ非常に数
果があつた。これ |ま東條内閣の善政わ一つと考へる事

が出来ます。と同時に行政査察使,甲遣艦 |ま藤原さん

ですが,あの人のことですから,よ く事情 まわかって

ゐたのでせうが,行政査察使たる責格に於て苦しい立

場にあつたのですね。それであくまで営初の計書をや

らなけオlばいかん,理窟抜きで張行しなければならな

くなつたわけですね。彗達書式だなどと言つて、。

皆さんからいろいろお話を伺ひまして,結論と致 t

ましては甲辻般の海軍移管|:戦時中適切な措置であつ

た, しかし移管された後の海軍に於ける扱ひ方に於い

ては或る程度の通憾があつた,か ういふことになりま

すね。

【山中】 もう一つ僕は移管しただの轄換の方法カリト

常に拙かつたと思ふ。何散かといふと,ず うつと縫績
して造つてゐたものを途中で打切つてしまつたり,職

時中に憂へるといふ必要は全然なかつたらうと思ふ。

それは片方は片方で並行にやらして,折角牛分も出来

上つてそ)も のはどんどん進めることにして,今度羹つ

た新生船はそれとパ7レ ルに仕事をして,だんだんに

墜つて行くやうにすればいいものを,それを何月何日

まで工事中止,何月何日から新しい船に掛る,それま

でにやつたものはなんでも止めてしまへと,さ ういふ

やり方てあつた。ぞれが反つて建造量をうんと減らし

てると思ふ。  ,
。 ◇意轟続制會とヨ義會◇

【山縣】 それでは甲茫般ノ海軍移管の問題はその位

にして打切りまして,今度の戦ツ 勃贅の直後に先程

申上げましたやうに,官では海‰院を作つた,これに呼

.應しまして民では 17年の 1月 に追騰軌畜」會が設立さ

れました ,こ の海■院と造船統制倉は表裏‐撻になつ

て,戦 し中の選船事業をやつて行く盤制になつたわけ

であります。

そこで造騰籠制含の職時中に於ける功績,業績であ

りますハ 辻艦続制會は他の統制會と非常に違つてゐ

る。それは統制會が行ふべき仕事を,大幅に艦政本部
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自身が行つてゐることであります。

それからもう一つは海軍ェ業會との関係。■く言は

れてをりますが,艦本の本妻は逍船統制會で,お妾さ

んは工業會だ,か ういつたやうな複雑な事情メありま _

す。これらにつきましてお話願ひたいと思ひます。山

中さん,お考べがあなでせう。

〔山中】 海軍の工業會といふのは,どつちかといふ

とつまり艦政本醐ゝの外局のやうなもので,主な目的が

海軍のお手饉ひをすることにあつて,造船の統制をす

るとかさういふことは一切やらない。ただ海軍の艦政

本部でやるべき任事のお手博ひをするとぃふ意味でや .

つてゐたのです。

従つて工業會としてはさうトラブルなしに進めて来

ました。初めからお手博ひするつもりでやつてゐるの

ですから。そしてそれは軍艦ばかりです。けれでも統

制會の方は,商潰の建造に当しては各進船所を統制し

て仕事するといふので,統制が目的なんですけれど ′

も,そ れが殆ど海軍で全部統制の業務をやつてしまふ 、

ものですから,統制會としてはやろべき仕事がまるで

ないわけです。仕方がないので,工員の雨利に開する

いろいろな物資の配給とか,艤装品の統制,注文, さ

ういふやうな仕事だけで其他肥政本部の指令の博産を

やつて居つルので,統制的の仕事は殆ど何もやつてを

らんのです。    ′          、 .
結局片方は初めからお手博ひのつもりで出来たもの

ですt他方 |ま統制するつもりで出来たものですから,

統制會としては仕事の上に多少のトラブルが有つたや

うに思はれましだ。            '
【山縣】 勿論形式的には童者の間にはつきりしたE
別がありますが,贅際問題として,統制會のやるべき

仕事を,艦本が工業會に命じてやらせたといふことも
ずゐぶんあるのでせう。

【山中】 それは蔵般の方のことは,工業會は何もや
つてゐない。ところが工業會のやつてる仕事を統制針

｀

の方で取上げてしまつたことはあるのです。

例へば,非常に鋲打が遅れてる,なんとか鋲打を早
くしなければならん。それには鋲打の挺子が足りない

とか何が足りない,早速大量に造るやうな方法を講じ
ようといふので,工業會から逍船所のエキスパートと

淮軍の方のエキスパートを頼んで,さ うして統制して

造れるやうな固面を搾へて,やつとそれがどんどん配

給して行くやうになつて来たら,今度は,さ ういふ物
は遣船所で全般的に使ふもので,海軍だけに使ふ物で

ないから統制會に廻せといふので取られてしまつた。

そんなことはありますけれども統制會の仕事を工業會

力Iやつたといふやうなことはないのです。 、   ヽ

【山縣】 月ヽさなものでもありませんか。・     ,

■  ｀         (8)

C/」 野ヽ】 小さなものはあるできう。例べばパルノコ

.ツ クの問題とかいふやうなものは……。

【山中】 あれは向ふがこつちに廻した様なものです

ちよつとそこヤ1面白いことがあるのです。といふのは

統制會は造般の方のエキスパートは相営ゐるが,造機
の方にはこれといふエキスパートがゐないんです。だ

かち造機,電氣といふものは殆ど勢力がなかつた。そ

れで,商 Jhtの方は統制會でやる,軍艦の方は工業會で
やるといふふうにうまく分れて行つた んですけれど

も,造機の方は殆ど全部工業會でやつてしまふやうに

なつたものですから,自然バルブなんか統制會の仕事

まで全部取上げたわけです。それから統制會の電氣と

か造機といふもの1ま名だけで・ 殆ど何もしてをらんと

言つてもいい位です。

◇産業設備当日による造舶盪注◇

【山縣】 それでは先に進みまして,戦時中の造般の

設注方法,これは御承知の通りに,産業設備螢国を使
つて孝ります。その目的は,船,エ

ンジン,艤装品,こ

れらを産業設備警国に一括注文させること。また資材

なんかの値上 F14こ依りまして,賠の建辻費が非常に上
つたも一方,政府の低物債政策に依りまして,運賃:

備船料は抑へられてゐますから,随ひまして般主の探

算可能の般債が新造賠買を下廻つてる,その差を政府

で以そ補償する。その補償のやり方は,産業設備管国
を通じてやつこ`る。かうい井二つの目的があつたと思

ひます。

それからもう一つは,産業設備管国に,必要な場合
には運搬 施設を造らして,これを進船所に貸す,か う
いふ形を執つてをりますが,こ の形式は日本 としては

新しいやり方で,これらに闘しま して造般所側とし

て,これが工合が良かつたとか悪かつたとか,お氣附

きの織はございますか。

、【山中】 どつちも工合良かつたといふふうに思ひま

すね。                    
｀

【山縣】 木造艦では非常に工合の悪かつた黙がある

のです。とヽ 、ふのは,建造中般主が決まつてをらない
わけですね。進船所で船を造る場合に,船主が決まつ
てをらぬ。その篤に監督不行層の原因から好い加減な

般が出来てしまふ事がある。つまり産業設備普匡自身

は新造中に何も監督はしない。それから艦の建途中こ

れは木船の特異性かも知れませんけれども,何分にも
数が多かつたものですから,政府の検査が充分にいか

なかつた。そこで艦主は政府の命令により所謂不見韓

で船を買つたとぃふやうな形の篤に,船の素質が非常
に悪くなつた。さういふことは甲造船でもあつたのぢ

やないですかb

r/Jヽ野】 甲造般の方は造艦所側としてはその露都合

J
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